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5．放射性Aldosterone，　Cortisol

　およびCorticosteroneによる

　　副腎皮質ホルモンの分泌と

　　　　代謝に関する研究

○吉野和男，吉見輝也，河野　剛

　　　近藤俊文，大林誠一
　　　（京都大学・二宅内科）

　われわれは1960年から3Hおよび14Cで標識したcor－

tisol，　aldosteroneおよびcorticosteroneを用いてcor－

tisol，　aldosteroneおよびcorticosteroneの分泌と代謝

の様相を追求しその結果を報告してきたが今回はcor－

tisolの尿中代謝産物について検討した結果を報告する．

　1・Cまたは3Hで標識したcortisolの微景を静注し24時

間尿一部を用いて酢酸エチルで遊離分画を除いた後，細

菌性β一glucuronidaseを加えて’24時間水解し酢酸エチル

で抽出し粗抽出物をBushBs系でpaper　chromatography

を行なってcortisolの主要な代謝産物即ちcortol，　cor－

tolone，　THF，　allo－THF，　THEを分離した．正常人では

THEがTHFより多いがCushing症候群ではTHE／
THF比およびcortolorle／corto1比の著明な低一ドが認め

られた．このような傾向はβ一methasone長期投与によ

るCushing症候群では認められなかった．単純性肥肝症

ではIE常人と比べて尿中代謝産物に著明な変化は認めら

れなかった．甲状腺機能冗進症ではTHE／THF比およ

びcortolone／cortol比の著増が認められ同時にTHF／

allo－THF比の低下が認められた．　Cushing症候群では
’iβ一hydroxystereid－dehydrogenaseの活性低下がうかが

われ，一方甲状腺機能充進症ではLiβ一hydroxysteroid－

dehydrogenaseの活性11曽加と」4－5α一hydrogenaseの活

性がd4－5β一hydrogenaseに比べて優位であることがう

かがわれる．

6．　放射性Dehydroepiandrosterone，

　Dehydroepiandrosterone　sulfate，

　Androstenedione，　Testosterone

による男性ホルモンの分泌および

　　　　　代謝に関する研究

○辰己　学，吉見輝哉，河野　剛

　　　山田重樹，大迫文麿
　　　（京都大学・三宅内科）

i4C－dehydroepiandrosterone　および　3H－dehydro一

epiandrosterone　sulfate，14C－testosterone，3H－andro－

stenedione等のtracer　doseを正常人ならびにadreno－

genital　syndrome　1例に静注し，これらhormoneの分泌

と代謝の様相特にDHA，　DHA　sulfateの相互間の転換

の様相ならびにandrostenedione，　testosteroneの代謝

の様相を追求した，3H－DHA　sulfateとi4C－DHAを同

時にrE常人に静注しその後15分と40分の2回採血し血漿

を分離してその中に含まれろ放射能を遊離型分両，glU－

curonide分画およびsuユfate分両に分け測定した．遊離

型で静注せるi4C－DHAは15分後には大部分は結合型と

くにsulfate転換する．40分後にはいずれの分画も減衰し

とくに遊離およびglucuronide分画はsu】fate分画に比

し速かに減哀する．3H－androstenedione静注後の尿中

代謝産物をcolumn　chromatographyに展開し各frac－

tionに含まれる放射能を測定するとDHA　fractionには

peakがみられず，　androstenedieneからDHAへの移

行がなかった’3H－testosterone，静注後尿中91ucuro－

nide分両をpaper　chromatography｝こ展開しpaper上

の放射能のpeakをみると分泌されたtestosteroneは

testosterone　glucuronideとして尿巾に排泄される他，

大部分はetiocholanolone　glucuronide，　androsterene

glucronideとして排泄されDHAのfractionには放

射能が認められずtestosteroneおよびandrostene－

dioneからDHAへの移行はなかった．

　3H－DHA　sulfateおよびt4C－DHAを同時に静注しそ

の尿中glucuronide　fractionおよびsulfate　fractionをカ

ラムクロマトに展開しさらにpaper　chromatoにて単離

純化し，その放射能の移行状態を追求するとDHA　suL

fateは体内でDHAさらにandrostenedioneに転換す

ることを知った．Liebermann等の方法にてDHAおよ

びDHA　sulfateの分泌量を測定し正常人ではそれぞれ1

fi　1．　3～11．8mg，0．7～10．61ng，　adrenogenital　synd－

romeについてはそれぞれ1　U　63．9皿9，44．5mgであった．

　質問：片山健志（熊大・放射線科）

　1）研究対象が多数あるので一概にはいかないであろ

うが，投与したactivity／9および投与量は？　2）被検体

によって’違うと思うが，液体シンチレーションカウンタ

・一一・ で計測したcountは？　3）純度は何日あるいは何カ

月ぐらいまでは大丈夫であろうか．これに限ったことで

はないが，あるMitte】をtabeユした場合その点が必要で

あると思うのでお尋ねする．

答：吉見輝也（京大・三宅内科）

　1）使用した放射性steroid　hormoneのspecific　activity
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